第５期 まちづくり大学　第２２回講座
平成２１年１１月２０日（金）
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①　資源リサイクルセンター（藤野興業㈱）
②　南河内清掃施設組合 第1清掃工場　

　　　　 講 師　藤野興業㈱　資源リサイクルセンター　中岡所長　
　　　　　　　　南河内清掃施設組合事務局　　　　　　泉次長　　　　
　　　　 市生涯学習推進グループ　　 高橋主査
　　　 　市民活動支援センター　     大野、松尾　
         出席２１名（Ｍ１１　Ｆ１０）
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　　１．資源リサイクルセンター(河南町)
　　　　
地球温暖化防止が重要課題とされる現在、
廃棄物の収集、リサイクルへと
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循環型社会へ流れを変え、
“捨てる”⇒“創る”の現場を見学した。
　　　
　　　ここでは、南河内各市町村から収集された 缶、ビン、ペットボトル、容器・包装材などの
その他プラスチック類の資源ごみを、異物選別・種類別に分別・破砕・圧縮包装などの
中間処理を行って、[image: image6.jpg]-



リサイクル業者へ引き渡している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　①缶・ビン
　　　　缶とビンに分別後、
＊缶はアルミ・スチールに分別後圧縮して再生業者へ、

　　　　＊ビンは人手でキャップ、ラベルを除去し、色分け分別後
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　無色・茶色ビンはビン業者へ、
その他色ビンは細かく破砕後、ガラス砂化して

通水性ブロック→道路舗装、発泡させて軽量壁材へ、

さらに高価な川砂や山砂の代替品として各種土木工事に利用分野が広がっている。
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	アルミ缶をコンパクトに圧縮

して、輸送費を削減
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②ペットボトル
　人手でキャップやラベル除去後、圧縮して再生業者へ　　
繊維に再生→衣類、作業衣、カーペットなど

卵パック、パレット、側溝、廃棄箱などに再生
最近では技術開発により、キャップ・ラベルを除去
しなくても再生可能となったようだ。
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③その他プラスチック類　
　異物除去後圧縮、種々再生プラスチックとして再使用されている。
以上の作業工程には、多数の人手がかかっており、容器中の残留物を水洗いするだけで、
手間が相当省けるうえ焼却処理を回避できる。洗浄工程も開発中とのこと。
④質疑
　リサイクルセンターと市町村との契約は；資源ゴミの所有権は市町村にあり、賃加工式
次週の講座で説明予定の３Ｒを体験。

３Ｒ ＝ リデュース(発生・排出抑制） リユース(再使用)  リサイクル(再生利用）
　
　　　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

２．第一清掃工場(富田林市)
　＜概　要＞
富田林市、河内長野市、大阪狭山市、
堺市美原区、河南町、太子町、千早赤阪村

の７市町村（37万人）が「南河内清掃施設組合」
をＳ４２年に設立、Ｓ４５年にこの第１工場を完成、

その後Ｓ６０年に建て替えてから２４年経過した。
Ｈ１２に第２工場(河内長野市)も完成。従業員95名（委託も含む）24時間連操
ここ第1工場では、上記７市町村の週２回の“燃えるごみ”と月１回の“粗大ごみ”を
焼却処理しており、焼却炉能力１５０㌧／24時間×２炉　　破砕機５０㌧×5時間　１基

＜工場の特長＞
　①環境保全

・排ガス対策　→　集塵装置、有害ガス除去装置

・排水対策　→　排水は場内で再利用

・防臭・防音対策　→　高温燃焼による防臭対策
　　　　　


　　　  ②自動化・省力化運転

　　　　③余熱利用で場内の給湯・暖房・発電
　④残渣灰は大阪湾埋立てへ
　　　　　　　　　　～ 焼却場で塩を生産？ ～
　　　　　　　　　
　　　
＜ごみ処理工程での困った問題点＞
　　　　　①ガス抜きをしていないガスボンベ、スプレー缶は
作業上爆発の危険があり、設備故障の原因となる。
　　　　　②ごみに混入した金属類は、
焼却炉内で固化、設備トラブルのもととなる。


　　　＜焼却コスト＞

持ち込まれた“ごみ収集車”は、入り口で重量を計量され、
　　　　　　　　　　　　　　各市町村単位の年間総重量比で各市町村の年間負担額が
決まる。
　　　　　　　　　　　　　　ここでの焼却費用；昨年の狭山市分は1８,３00㌧で、
ごみkg当たり１７円かかったとのことであった。（見学のつど

この数値のブレが大きく、計算根拠？）　

　　　　　　　　　　　　　　さらに収集委託費、収集車両費、人件費等を加算すれば、

たかがゴミとして片付けられない。

　　　　　　　　　　　　　　ごみ減量対策として、紙やプラスチック類は資源ごみへ

分別は当然だが、乾燥など重量減を図るのも費用減の
ヒント！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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